
資料５－１

県境不法投棄現場環境再生計画の検討の流れ

アンケート、提案募集等の実施

【県民意向の傾向把握】
①県ＨＰアンケート（H20.3～6）
・環境再生に対する県民の意向がどのような傾向を有しているのか、大まかな方向性を把握する。
②北海道大学アンケート（H18）
・対象：田子町民、県民
③八戸工業大学アンケート（H18、H19）
・対象：田子町民、青森市民、八戸市民、二戸市民、盛岡市民
④県境再生総合啓発プログラム事業アンケート（H18、H19）
・対象：田子町内小中学生、田子町民

【地元の意見】
⑤田子町意見集約（H20.8）

【県民意向の掘り下げ】
⑥県民ワークショップ（H20.9）
・環境再生に対する県民の意向について、県民の直接参加による討議方式により、掘り下げた形で把握する。
・八戸市１４人、青森市１４人

【全国提案募集】
⑦全国提案募集（H20.10～12）
・応募件数２３件
・選定提案５件

環境再生の方向性の整理

【環境再生を検討するにあたっての視点】
○持続可能な社会形成の視点
○県境不法投棄現場の修復には、多額な税金を投入していることから、本事案で積み重ねられてきた教訓、経験、

知恵、技術を継承し、将来に、また全国にも活かしていく視点
○県財政が極めて厳しい状況にあること

○現場の環境を適正に管理することを視野に入れながら、何らかの付加価値を与えていく視点
○ハード面、ソフト面の総合的な地域づくりという視点

【環境再生の方向性】
１ 市民参加による自然（森林）再生
２ 地域の振興

・地場産業（農業）の振興
・循環型社会推進のモデル

３ 教訓等の継承・発信（教育・文化活動）

協議方法の整理

【検討のポイント】
◎地域性、情報発信性、実現可能性…審査基準
○現場であることの必然性があるか … 与件
○既設の遮水壁・水処理施設の有効活用の可能性があるか … 〃
○確実に人が集まるか … 実現可能性
○採算がとれるか … 〃 付加価値
○イメージアップにつながるか … 情報発信性
○地場産業（農林業）との共存の可能性があるか … 地域性

３つの方向性を軸に、検討のポイントを参考にしながら協議
①各提案の理念を踏まえた要素の評価
②各提案の理念を踏まえた付帯意見(改善案）

整理・まとめ
－各方向性の要素のピックアップ－

協議会提言（別紙１） 施策内容の検討（別紙２）

計画の構成（案）（別紙３）

計画策定スケジュール（別紙４）



別紙１

環境再生の方向性
提案
ＮＯ． 提案の要素 評点 付帯意見

1 自然配植技術による植林 4.1

3´
四季公園
森林公園
緑地公園

2.8

5´
緑地化

（芝生、桜、広葉樹）
3.4

2
エネルギー施設
農業ハウス、

再生緑地、研修施設
3.5

3
バイオ燃料化施設

資源リサイクル施設、
水処理施設

2.6

3 太陽光発電、風力発電 2.7

3´ 環境資料館 3.0

3´
管理棟

（保養施設機能）
1.9

4 環境再生博物館 3.3

4 文化行事の開催 3.3

4 若手芸術家の制作の場 2.2

5
環境再生資料館

（水処理施設の活用）
4.5

（各提案の概要）

NO.1　 「自然配植の考え方に基づく県民参加型自然再生」

八戸市森林組合 自然配植の考え方（地域で育つ木の種を使い、それぞれの特性に合わせて植えること等）
を基に、専門家指導型の一般市民参加イベントにより植樹する。

NO.2　 「資源循環型によるエコアグリカルチャー」

東急建設(株) 竹林を再生し、木質バイオマス資源燃料施設により農業ハウスで利用する。
将来的に水素ガス精製施設に切り替える。

NO.3　 「環境調和型廃棄物処理施設と四季公園」
NPO・ 終処分場技術システム研究協会 掘削空間、遮水壁、水処理施設を活用して、資源ﾘｻｲｸﾙ施設、ﾊﾞｲｵ燃料化施設を整備する

集客のための公園等を併設する。

NO.4　 「環境再生博物館でアートで発信」

慶應義塾大学藤倉研究会 不法投棄の体験や研究機能を有する環境再生博物館を整備する。
跡地を活用したコンサート等の文化行事や芸術家の創作拠点として情報発信する。

NO.5　 「教訓を次世代に語り継ぐ県境環境再生記念公園」

八戸工業大学 芝生、桜、広葉樹の植樹により緑地化するとともに、水処理施設を資料館として活用する。

Ⅲ．教訓等の継承・発信
（教育・文化活動）

　①環境再生の方向性や要素について、単独
　　ではなく、組み合わせとして考えていただき
　　たい。

　②自然（森林）再生は、市民参加型という
　　ことを重視していただきたい。

　③地域振興の視点を重視していただきたい。
　　（ハード、ソフト両面の事業が考えられる）

　④後世に継承するための資料館を是非整備
　　していただきたい。

　⑤魅力の創造として、観光や廃棄物教育的
　　な要素をキーワードとして考えていただき
　　たい。

　⑥協議にあたって整理した検討のポイントを
　　よく考慮していただきたい。

Ⅰ．市民参加による自然（森林）再生

Ⅱ．地域の振興
・地場産業（農業）の振興
・循環型社会推進のモデル

協議会提言



別紙２

施策の内容 施策の内容についての県の考え方

　Ⅲ．情報発信
　
　・アーカイブを整備・公開する。
　（原状回復の記録、環境再生の取り組み、全国関連
　　事案・研究成果等）

　・浸出水処理施設を活用した資料の展示・公開を行
　　う（施設稼働期間内）。

　・現場に簡単な展示機能を有するモニュメントを整備
　　する（施設稼働終了後）。

　・周辺自然林と調和のとれた広葉樹
　　（ブナ、ミズナラ等）の植林

　・地元・近隣の小中学生等による
　　植樹祭

　○アーカイブ
　・ビジュアル情報の効果的活用

　○資料展示
　・パネル、廃棄物サンプル等

　・現場の自然条件・地理的条件・インフラ条件や将来の維持管理負担等を総合的に
　　踏まえ、集客を目的とした公園化等は行わず、自然再生そのものを目的に環境再
　　生を図る。

　・市民参加型によるとの提言は、その意義を十分尊重する。

　・素案策定にあたって、現時点での現場跡地の有効活用に関する全庁調査（県以外
　　の実施主体を含む）を実施した。活用の意向はなかったが、今後引き続き検討して
　　いく。

　・計画の記述は、将来の可能性に向け「検討する」に集約する。

　・地域（現場）のみでの情報公開にとらわれることなく、情報化社会における効果的
　　・効率的な情報発信手段として、インターネットを最大限活用する。

　・県財政の状況から施設の新設は困難である。

　・既存の水処理施設の活用については、当該土地を原状回復事業の目的に使用する
　　ことを前提に使用貸借している状況や将来の維持管理負担を踏まえ、水処理施設
　　稼働期間内の活用とする。

　・水処理施設での資料展示終了後も、地域（現場）に事案の歴史や概要を伝えるため
　　の何らかの手立てを講じる必要がある。

施策内容の検討

・全国公募の提案者への事業化の
　働きかけ

施策の展開手法
（計画案で追加）

環境再生計画（素案）

　Ⅰ．自然再生

　・植林による森林域を創出する。

　・植林は市民参加の手法で進める。

　・民間企業との連携方策等について検討する。

　Ⅱ．跡地の活用

　・跡地の有効活用について、全庁的に検討する。

　・県以外の実施主体で具体的事業の検討がなされる
　　場合には現場内の適地を提供する。



別紙３

計画の構成（案）

１．計画の策定にあたって

…計画策定の経緯、目的について記述する。

２．計画の位置付け等

…環境再生を進めていく全体の流れの中でのこの計画の役割について記述する。

３．環境再生の方向性

…検討の成果としての環境再生の基本的な３つの方向性について記述する。

４．協議会における協議内容

…協議会提言（別紙１）及び施策の展開手法への協議会意見を記述する。

５．施策内容

（１）施策の構想

…３及び４を踏まえ、環境再生全体の理念や将来の可能性も含めた施策を記述する。

（２）施策の具体化

…（１）を踏まえ、県として取り組んでいく内容を記述する。

６．実施スケジュール概要

…原状回復事業との関係での各施策の大まかな実施スケジュールを示す。

７．参考資料

…各種アンケート結果、選定提案等



別紙４

青森・岩手県境不法投棄現場・環境再生計画の策定スケジュールについて

青森・岩手県境不法投棄現場・環境再生計画（素案）

第 28 回協議会（H21.7.25）
（素案協議）

第 29 回協議会（H21.9.19）
（素案協議）

県境再生対策推進本部会議幹事会

（計画案協議）

青森・岩手県境不法投棄現場・環境再生計画（案）

第 30 回協議会（H21.11.14）
（計画案協議）

パブリックコメント

青森・岩手県境不法投棄現場・環境再生計画（最終案）

第 31 回協議会（H22.2.20）
（計画最終案協議）

県境再生対策推進本部会議

（計画最終案付議）

青森・岩手県境不法投棄現場・環境再生計画策定（H22.3）


